
ナマコ資源量を明らかにする新しい技術－ナマコ画像解析ー
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目視で写真からマナマコを確認できる！
↓

重要な成果

画像上で確認されたマナマコ画像例
水深10ｍ ２００７年６月

調査海域
μCUBE測量による海

底地形図の作成

調査海域の設定

撮影調査

小海区別または水深別に
調査海域を分類

画像からの計数・測定
10㎡密度の算出

個体数推定

相対成長からの重量換算重量推定

層別抽出による資源量推定
検出率

ムーフィックス→0.45
写真→0.78

GPS測量 画像撮影

画像処理
ムーフィックス等

北海道のマナマコ漁獲量・金額・平均単価
１９７５年～２００９年：北海道水産現勢
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取得

GPSプロッタ⇒平面座標
魚群探知機⇒垂直座標

完成した三次元海底地形図

マナマコ漁場の
ハイビジョンビデオ撮影

⇒

⇒

ビデオ動画から作成した海底写真

漁場内のナマコを非破壊的に計数、計測できる

画像解析および音響探査を用いた
マナマコ分布特性の解明

最新の画像解析技術とGIS技術を併用する

ことで、これまで困難だった漁場内でのナマコ
の分布特性を解明することで、高精度のナマ
コ資源量推定が可能となった。

実用レベルの調査精度を達成

調査精度（相対誤差）（体長≧70㎜）

→ムーフィックス：0.130～0.133、写真：0.117～
0.118

画像からの平均検出率（体長≧70㎜）

→ムーフィックス：0.45、写真：0.78

調査精度が少なくとも０．１～０．２の場合、実用
的な密度推定が可能。

ムーフィックス処理の例
水深10M 100MラインL2
2007年6月

北海道のマナマコ漁獲量・金額・平均単価
1975年～2000年：北海道水産現勢

実用レベル精度を達成


